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NH4Cl, MgCl2が熱処理に及ぼす影響および処理木材に付与される耐朽性 
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木材の耐朽性および寸法安定性を向上させる手法に熱処理がある。本研究では無機塩に着目し、希薄なNH4Cl
およびMgCl2水溶液をスギ辺材に含浸して 160℃～180℃で熱処理を行ったのち、オオウズラタケを用いた腐朽
試験により処理材の耐朽性を評価した。 

熱処理による質量減少率は、含浸していない材では 3%程度であるのに対し、含浸した材は 180℃の処理条件
で 11%を超え、無機塩による熱分解の促進がみられた。耐朽性は、熱処理を行っていない木材の質量減少率が
57%であったのに対し、NH4Cl 含浸材は 10%程度に抑えられ、溶脱処理による大きな耐朽性の低下もみられな
かった。一方、MgCl2含浸材は事前に溶脱処理を行うことで大きく耐朽性が低下し、使用する無機塩により熱分
解後の成分組成が異なることが示唆された。また、NH4Cl 含浸材は MgCl2含浸材や高温熱処理材に比べ小さい
質量減少で高い耐朽性がえられた。 
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